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令
和
８
年
度
当
初
予
算

令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
全
体

概
要
と
、
編
成
に
当
た
り
特
に
重
視
し

た
点
を
市
長
に
聞
く
。

 

「
持
続
可
能
で
安
全
・
安
心
な

高
知
市
へ
」
を
テ
ー
マ
に
編
成
し
た
。

学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
安
全
対
策

を
重
点
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の

強
化
や
子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
、
活

力
あ
る
地
域
を
築
く
施
策
を
推
進
す
る
。

子
育
て
・
人
口
減
少
対
策

人
口
減
少
幅
の
縮
小
や
若
い
世

代
の
転
入
増
加
は
、
子
育
て
支
援
に
よ

る
構
造
的
変
化
の
兆
し
と
い
え
る
の
か
。

若
い
女
性
の
転
出
超
過
数
の
縮

小
や
出
生
数
の
増
加
は
明
る
い
兆
し
で

あ
る
。
結
婚
新
生
活
支
援
や
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
一
連
の
施
策
が

手
応
え
と
し
て
現
れ
始
め
て
お
り
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
的
確
に
深
化
さ
せ
、

施
策
の
実
行
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

ご
み
収
集
「
高
知
方
式
」
の
今
後

継
続
に
向
け
た
方
策
を
聞
く
。

市
民
・
行
政
・
再
生
事
業
者
の

協
働
に
よ
る
「
高
知
方
式
」
は
全
国
に

誇
れ
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
財
政
面
に

も
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
方
、
担
い
手
不
足
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
若
手
職
員
を
交
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
令
和
８
年
度
早
々
に
立
ち

上
げ
、
具
体
策
を
検
討
し
て
い
く
。

市
街
化
調
整
区
域
の
利
活
用

市
街
化
調
整
区
域
の
規
制
緩
和

・
利
活
用
に
向
け
た
検
討
を
行
う
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。

規
制
見
直
し
を
求
め
る
声
を
受

け
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
の
地

区
計
画
の
緩
和
を
検
討
し
、
将
来
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
の

際
に
も
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
い
く
。

よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２
０
２
６

よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２
０
２

６
の
注
目
を
、
観
光
振
興
や
移
住
・
定

住
人
口
の
増
加
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

て
い
く
か
聞
く
。

よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２
０
２

６
の
開
催
を
好
機
に
、
本
市
の
魅
力
を

伝
え
、
来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
で
リ
ピ
ー
タ
ー
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

高
知
の
食
や
自
然
の
魅
力
体
験
を
通
じ

て
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

令
和
８
年
度
は
、
移
住
特
設
サ
イ
ト
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
な
ど
情
報
発
信

体
制
の
強
化
を
図
り
、
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
体
制
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
て
い
く
。

市
政
運
営
の
原
点

「
住
民
の
福
祉
」
と
は
何
か
。

福
祉
施
策
に
限
ら
ず
、
産
業
・

防
災
・
交
通
等
全
分
野
の
取
組
に
よ
り
、

命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
安
心
な
環
境

を
つ
く
る
こ
と
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

人
口
縮
小
局
面
に
お
い
て
何
を

守
り
、
何
を
優
先
す
る
の
か
。

い
ず
れ
の
分
野
の
政
策
も
切
り

捨
て
ず
調
和
を
図
る
。
一
方
で
見
直
し

を
行
い
、
費
用
対
効
果
の
最
大
化
を
追

求
す
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

財
政
の
持
続
可
能
性

ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
。

実
質
収
支
の
黒
字
、
公
債
費
比

率
10
％
未
満
等
の
財
政
指
標
を
設
定
し
、

達
成
に
向
け
て
健
全
化
の
取
組
を
進
め

て
い
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

現
行
の
財
政
構
造
で
可
能
か
。

現
行
の
延
長
で
は
、
安
定
的
運

営
は
困
難
で
あ
り
、
構
造
改
革
が
不
可

欠
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

新
県
民
体
育
館
整
備
と
教
育
環
境

県
と
の
協
議
で
、
譲
れ
な
い
条

件
を
提
示
し
て
い
た
の
か
。

隣
接
す
る
教
育
施
設
の
利
用
者

の
気
持
ち
が
最
重
要
と
考
え
、
再
三
に

わ
た
り
県
に
「
教
育
的
配
慮
」
を
強
く

求
め
、
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
こ
と
が

県
か
ら
示
さ
れ
た
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

施
設
維
持
の
総
額
と
必
要
削
減

規
模
を
問
う
。

今
後
30
年
間
で
約
５
３
４
０
億

円
を
要
す
る
が
、
人
口
減
少
を
勘
案
す

る
と
負
担
可
能
額
は
約
半
分
で
、
現
状

の
約
半
分
の
延
べ
床
面
積
で
の
再
整
備

が
求
め
ら
れ
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

学
力
向
上
と
働
き
方
改
革

「
こ
と
ば
の
力
」
は
教
育
の
柱

と
な
る
の
か
。　

全
教
科
の
土
台
と
な
る
重
要
な

力
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
「
未
来
を
紡
ぐ
こ
と
ば
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
全
校
で
推
進

し
て
い
く
と
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

評
価
指
標
は
何
か
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等

も
指
標
の
一
つ
。
こ
と
ば
の
力
シ
ー
ト

の
自
己
評
価
欄
も
今
後
の
取
組
に
生
か

し
て
い
く
と
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

休
憩
は
取
得
で
き
て
い
る
か
。

休
憩
時
間
が
45
分
に
達
し
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
。
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間
を
創
出

し
、
学
力
向
上
や
教
員
の
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く
と
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

代
表
質
問

自由民主党
・無所属の会

平
ひら

田
た

　文
ふみひこ

彦

市民クラブ

岡
おかざき

﨑　豊
ゆたか
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市
長
の
政
治
姿
勢

 

「
非
核
三
原
則
」
の
堅
持
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
問
う
。

わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
あ
り
「
核
兵
器
を
作
ら
ず
、

持
た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三

原
則
を
国
是
と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
は
、

現
在
の
複
雑
な
国
際
状
況
を
踏
ま
え
て

も
、
極
め
て
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

防
災
対
策

 

「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

で
合
意
形
成
さ
れ
た
こ
と
の
実
現
は
。

計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
に
は

国
の
支
援
策
や
制
度
改
革
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
復
興
に

不
可
欠
な
土
地
の
境
界
情
報
を
把
握
す

る
た
め
の
地
籍
調
査
等
の
復
興
期
間
短

縮
に
直
結
す
る
既
存
事
業
に
着
実
に
取

り
組
み
計
画
の
実
現
性
を
高
め
て
い
く
。

 

「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
に
対

す
る
本
市
の
認
識
を
問
う
。

 

「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
は
避

難
所
で
発
生
し
や
す
い
衛
生
ご
み
や
食

品
ロ
ス
の
削
減
の
ほ
か
、
貴
重
な
水
や

燃
料
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
に
お
い
て
有
効
か
つ
実
践
的
な

調
理
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
離
乳
食
や
介
護
食
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
な
ど
の
個
別
食
へ
の
対
応

が
可
能
で
あ
り
、
特
別
な
機
材
を
必
要

と
せ
ず
、
日
常
の
延
長
線
上
で
取
り
組

め
る
点
も
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
の
食
材
費

を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
を
伺
う
。

令
和
８
年
度
か
ら
参
加
者
全
員

分
の
食
材
費
を
補
助
対
象
と
す
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
備
蓄
は
。

特
定
原
材
料
等
28
品
目
不
使
用

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
品
の
も
の
と
す
る

方
針
に
基
づ
き
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
お
よ

び
即
食
タ
イ
プ
の
食
品
の
備
蓄
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、  「
高
知
市
災
害
時
栄

養
・
食
生
活
支
援
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
お
け
る
提
供
方
針
に
基
づ
き
、
災
害

対
策
本
部
を
通
じ
た
調
達
や
高
知
県
栄

養
士
会
栄
養
支
援
チ
ー
ム
な
ど
、
保
健

医
療
福
祉
活
動
に
携
わ
る
災
害
支
援
団

体
と
連
携
し
、
被
災
者
へ
必
要
な
食
品

や
物
資
を
提
供
し
て
い
く
。
な
お
、
災

害
時
の
必
要
物
資
等
は
、
個
別
対
応
が

困
難
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
行

政
の
取
り
組
み
と
同
時
に
個
人
備
蓄
が

不
可
欠
で
あ
り
、
ご
自
身
に
対
応
し
た

食
料
を
３
日
分
以
上
、
で
き
れ
ば
１
週

間
分
を
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
周

知
啓
発
に
も
努
め
て
い
く
。

存
立
危
機
事
態
と
な
っ
て
も
特
定
利
用

港
湾
の
「
取
り
扱
い
は
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
が
、
危
険
性
増
大
は
必
至
！

高
市
総
理
が
台
湾
問
題
で
「
な

り
う
る
ケ
ー
ス
」
と
し
た
「
存
立
危
機

事
態
」
の
場
合
特
定
利
用
港
湾
と
し
て

国
か
ら
の
協
力
要
請
の
対
象
と
な
る
か
。

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
存
立

危
機
事
態
」
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
事

態
対
処
法
な
ど
関
係
法
令
に
基
づ
き
、

国
に
よ
り
国
民
の
生
命
や
自
由
等
に
対

す
る
危
機
を
排
除
す
る
た
め
の
対
応
と

な
る
。
そ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
国

内
の
あ
ら
ゆ
る
港
湾
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
特
定
利
用
港
湾
と
し

て
の
指
定
の
有
無
に
よ
っ
て
取
り
扱
い

が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

事
務
事
業
の
見
直
し
「
議
論
を
閉
ざ
す

も
の
で
は
な
い
」
な
ら
、「
切
り
捨
て
」

せ
ず
、「
一
定
の
方
向
が
定
ま
れ
ば
」

決
定
前
に
市
民
説
明
会
を
行
う
べ
き

市
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る
事

業
（
お
む
つ
等
家
族
介
護
用
品
引
換
券

や
災
害
遺
児
手
当
な
ど
）
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
他
市
の
よ
う
に
、
財
政
状
況

と
と
も
に
市
民
の
声
を
聞
く
手
法
に
転

換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

検
討
途
中
の
案
を
公
表
す
れ
ば
、

市
民
に
不
安
や
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
。

一
定
の
方
向
性
が
固
ま
る
ま
で
は
慎
重

に
取
り
扱
っ
て
き
た
も
の
。
こ
れ
は
議

論
を
閉
ざ
す
も
の
で
は
な
く
正
確
な
情

報
に
基
づ
く
説
明
の
た
め
で
、
特
定
の

意
見
を
避
け
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

中
山
間
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て

水
源
の
確
保
、
管
理
に
つ
い
て

支
援
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

施
設
整
備
の
支
援
に
つ
い
て
は

補
助
率
が
段
階
的
に
見
直
さ
れ
、
令
和

４
年
度
に
は
地
元
負
担
割
合
が
２
割
か

ら
３
割
へ
と
増
加
し
た
。
今
後
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
県

に
も
働
き
か
け
、
飲
料
水
確
保
に
係
る

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

学
校
給
食
費
は
こ
れ
ま
で
の
予
算
内
で
、

保
護
者
負
担
ゼ
ロ
は
可
能
だ

国
の
小
学
校
等
給
食
費
無
償
化

に
よ
り
、
就
学
援
助
費
の
本
市
負
担
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
分
、
教
育
予
算
を

削
減
せ
ず
、
国
の
給
食
費
の
基
準
を
超

え
る
月
額
６
０
０
円
に
つ
い
て
、
保
護

者
負
担
な
し
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
全
体
の
財
政
運
営
は
厳
し

い
。
今
後
の
物
価
高
騰
な
ど
、
総
合
的

に
判
断
す
る
と
、
基
準
額
を
上
回
る
金

額
を
本
市
が
負
担
し
続
け
る
の
は
困
難
。

公明党

髙
たか

木
ぎ

　妙
たえ

日本共産党

下
しももと

本　文
ふみ

雄
お
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事
務
事
業
見
直
し

 

「
中
学
進
学
時
祝
金
支
給
事
業
」

は
市
長
の
公
約
で
あ
っ
た
は
ず
。
休
止

す
る
理
由
は
。

事
業
を
開
始
し
た
２
年
前
に
は

個
々
に
わ
た
る
子
育
て
支
援
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
が
、
国
の
支
援
が
充
実
し
て

き
た
こ
と
か
ら
休
止
と
判
断
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
に
は
多
額
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
事
務
事
業
の
見
直
し

を
機
に
、
家
庭
ゴ
ミ
収
集
の
有
料
化
の

機
運
を
高
め
る
べ
き
で
は
。

他
市
に
比
べ
て
安
価
な
処
理
を

実
現
し
て
い
る
。
改
め
て
本
市
の
現
状

を
確
認
し
た
が
、
新
た
な
負
担
を
求
め

る
こ
と
に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

 

女
子
野
球
の
取
組
に
つ
い
て

女
子
野
球
タ
ウ
ン
の
取
組
が
移

住
・
定
住
へ
与
え
る
効
果
と
評
価
は
。

本
市
と
し
て
も
、
移
住
・
定
住

の
観
点
か
ら
チ
ー
ム
と
の
連
携
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
新
た
に
本
市

へ
移
住
し
、
チ
ー
ム
に
加
入
さ
れ
る
選

手
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ー
ム

の
取
組
や
本
市
の
魅
力
に
つ
い
て
、
県

外
在
住
の
若
者
に
対
し
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
よ
さ
こ
い
移
住
と
い
う
取
組

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
女
子
野
球

移
住
の
よ
う
な
形
で
の
発
信
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

自
動
運
転
バ
ス
と
今
後
の
公
共
交
通

自
動
運
転
バ
ス
は
将
来
の
選
択

肢
で
あ
る
。
運
転
手
不
足
等
の
短
期
的

課
題
に
も
対
応
し
、
既
存
路
線
を
守
る

こ
と
が
最
優
先
事
項
。
短
期
・
中
期
・

長
期
の
時
間
軸
の
中
で
、
本
市
の
公
共

交
通
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
進
め
て
い
く
の
か
、

市
長
の
考
え
を
聞
く
。

公
共
交
通
の
諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
短
期
は
路
線
バ
ス
再
編
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
見
直
し
や
自
動
運
転
バ

ス
等
の
検
討
を
進
め
る
。
中
長
期
は
本

市
の
公
共
交
通
の
姿
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
、
変
貌
す
る
地
域
課
題
も
踏
ま
え

た
公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
努
め
る
。

年
間
最
大
６
万
円
の
お
む
つ
等
が
購
入

可
能
な
「
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
」

が
廃
止
。
在
宅
生
活
が
で
き
な
い

高
知
市
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
理
念
。
こ
の
事
業
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
民
の
切
り
捨
て
で
は
。

真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
に
、
激
変
緩
和
措
置
継
続
は

困
難
と
判
断
。
理
解
し
て
ほ
し
い
。

新
県
民
体
育
館
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
。

地
下
駐
車
場
建
設
に
は
市
民
か
ら
疑
問

の
声
。
計
画
に
無
理
が
あ
る

市
民
の
命
に
影
響
は
な
い
か
。

事
業
主
体
は
県
で
あ
り
、
避
難

訓
練
な
ど
の
防
災
対
策
を
徹
底
し
て
い

く
方
針
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

お
む
す
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を

児
童
生
徒
の
朝
食
の
欠
食
の
実

態
を
踏
ま
え
、
町
内
会
、
子
ど
も
食
堂

と
連
携
し
た
お
む
す
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

朝
食
支
援
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
や
生
活
リ
ズ
ム
の

定
着
、
さ
ら
に
は
学
習
の
基
盤
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る

有
意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
地
域
が

主
体
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
多

様
で
独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
地
域
の

幅
広
い
活
動
の
展
開
に
つ
な
が
る
よ
う

情
報
収
集
等
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

自由民主党
・無所属の会

戸
と

田
だ

　二
じ

郎
ろう

自由民主党
・無所属の会

甲
かつ

木
き

　良
りょうさく 

作

市民クラブ

楠
くず

目
め

慎
しんいちろう

一郎

参政党

野
の

村
むら

　栄
えいいち

一
日本共産党

宮
みやもと

本　直
なお

樹
き

◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇

　

記
憶
に
新
し
い
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ

ィ
ナ
２
０
２
６
冬
季
五
輪
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
「
り
く
り
ゅ
う
」
ペ
ア
が
、

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
５
位
か
ら
の
大

逆
転
劇
で
ペ
ア
で
日
本
初
と
な
る
金
メ

ダ
ル
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
信
頼
関
係
に
裏
打
ち
さ
れ

た
強
さ
に
感
動
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
諦
め
な
い
強
い

心
に
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

 （ 

議
会
広
報
広
聴
委
員　

猪
野
恵 

）  
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健
康
増
進
の
た
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
部
の
路
面

標
示
を
再
整
備
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
概
要
を
文
化
観
光
ス

ポ
ー
ツ
部
長
に
伺
う
。

市
内
23
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

の
車
両
通
行
量
等
、
利
用
者
の
安
全
性

に
問
題
が
な
い
コ
ー
ス
の
う
ち
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
鏡
川
沿
い
の
新
田

コ
ー
ス
、
み
ど
り
の
広
場
コ
ー
ス
（
Ａ

・
Ｂ 

） 

、

   

久
万
川
コ
ー
ス
（
Ａ
・
Ｂ 

）

の
３
カ
所
５
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
道
路

面
等
の
距
離
や
ル
ー
ト
の
標
示
な
ど
の

修
復
、
再
整
備
を
実
施
す
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
災
害
時
に
こ

そ
要
配
慮
者
へ
の
支
援
を

化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
の
「
見

え
に
く
い
困
難
」
へ
の
配
慮
設
計
は
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
妊

産
婦
や
乳
幼
児
、
化
学
物
質
過
敏
症
や

外
国
の
方
な
ど
、
様
々
な
方
が
生
活
す

る
場
所
と
し
て
、避
難
所
運
営
を
行
う
。

児
童
ク
ラ
ブ
土
曜
開
設
に
向
け
前
進

令
和
８
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業

を
行
う
に
至
っ
た
経
過
や
保
護
者
負
担

な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

入
所
申
込
書
で
把
握
し
た
土
曜

日
の
就
労
状
況
で
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た

春
野
地
区
に
お
い
て
、
毎
週
土
曜
日
に

開
設
す
る
。今
回
は
別
途
負
担
は
な
い
。

環
境
行
政
に
つ
い
て

本
市
で
の
環
境
に
優
し
い
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て

市
長
に
伺
う
。

廃
食
用
油
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
も
含
め
て
、
国
内
外
で
の
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

本
市
で
の
廃
食
用
油
の
再
生
利
用
に

向
け
て
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

な
ど
の
活
用
先
を
確
保
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
に
向
け

て
、
議
員
に
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
踏
ま
え
、
本
市
の
実
情
に
見
合
っ

た
仕
組
み
の
実
現
に
向
け
て
、
県
内
外

の
先
進
地
に
関
す
る
情
報
収
集
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
。

ぼ
っ
た
く
り
防
止
条
例
策
定　
　

夜
の
繁
華
街
で
横
行
し
て
い
る

悪
質
な
客
引
き
と
高
額
な
不
当
請
求
に

つ
い
て
、
市
の
現
状
認
識
を
問
う
。

ぼ
っ
た
く
り
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
、
ま
た
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
報

告
が
あ
る
こ
と
を
深
刻
に
受
け
止
め
て

お
り
、
遺
憾
で
あ
り
看
過
で
き
な
い
。

高
知
市
独
自
の
ぼ
っ
た
く
り
防

止
条
例
を
策
定
す
べ
き
時
期
に
あ
る
が
、

市
長
に
そ
の
認
識
と
効
果
を
問
う
。

条
例
策
定
の
意
義
や
有
効
性
を

認
識
し
て
お
り
、
重
点
地
区
の
指
定
や

警
備
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
は
抑
止

力
や
環
境
浄
化
に
向
け
、
高
い
効
果
が

期
待
で
き
る
。事
例
を
基
に
研
究
す
る
。

筆
山
文
化
会
館
は
継
続
使
用
を　

筆
山
文
化
会
館
は
中
心
部
に
近

く
音
楽
関
係
者
に
人
気
の
高
い
施
設
。

存
続
で
き
な
い
の
か
。
９
億
円
か
け
て

中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
春
野
に
合
築

す
る
理
由
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

筆
山
文
化
会
館
は
建
て
替
え
の

議
論
が
あ
っ
た
が
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
、不
適
と
な
っ
た
。

ま
た
春
野
公
民
館
と
合
築
す
れ
ば
、
有

利
な
公
適
債
を
使
え
る
と
判
断
し
た
。

危
険
な
場
所
で
の
使
用
を
続
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

そ
ん
な
に
危
険
な
ら
即
刻
使
用

を
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

利
用
者
の
声
も
含
め
検
討
す
る
。

街
路
樹
管
理
の
適
正
化
と
維
持
管
理
費

の
削
減
に
つ
い
て

高
知
市
の
街
路
樹
は
約
７
８
０

０
本
で
年
間
の
維
持
費
は
約
１
億
３
千

万
円
で
す
が
、
街
路
樹
は
毎
年
成
長
し

ま
す
の
で
、
維
持
管
理
費
も
毎
年
増
加

し
て
い
き
ま
す
。
財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
街
路
樹
の
管
理
費
の
見
直

し
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
す
。　
　

　

今
後
、
市
民
参
加
型
で
縮
小
に
向
け

た
検
討
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

緑
化
に
対
す
る
関
係
団
体
お
よ

び
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る

高
知
市
緑
政
審
議
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
よ
り
良
い
都
市

緑
化
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

公明党

伊
い

藤
とう

　弘
ひろゆき

幸

日本共産党

藤
ふじ

木
き

真
ま ゆ み

由美

公明党

大
おお

久
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保
ぼ

尊
たか

司
し

自由民主党　
・無所属の会

横
よこやま

山　公
こうだい

大

さきがけ高知

伴
ばん

　武
たけずみ

澄

自由民主党　
・無所属の会

大
おお

田
た

　芳
よし

男
お




